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平成 15 年 8 月 8 日 

河川局 河川環境課 

一般の方々による全国水生生物調査の調査結果について 
 

参加者数は過去最多の 91,649 人｡ 

※１ 一級河川大臣管理区間のこと 

※２ 一級河川都道府県知事管理区間及び二級河川等※１以外の河川 

 

 

 ＢＯＤ７５％値と水生生物調査の経年変化 
一級河川について、ＢＯＤ７５％値と水生生物調査結果の経年変化を見ると、いずれも大きな

変化はなく、概ね横這いの傾向を示しているといえます。 

 

 

11 ,751

35 ,087

46 ,838

10 ,809

36 ,080

46 ,889

13 ,004

44 ,899

57 ,903

13 ,164

47 ,113

60 ,277

12 ,668

52 ,082

64 ,750

11 ,684

43 ,979

55 ,663

12 ,565

53 ,382

65 ,947

14 ,180

59 ,464

73 ,644

15 ,885

72 ,805

88 ,690

14 ,238

73 ,212

87 ,450

16 ,146

75 ,503

91 ,649

0

10 ,000

20 ,000

30 ,000

40 ,000

50 ,000

60 ,000

70 ,000

80 ,000

90 ,000

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 （年 ）

(人 ） 一級河川※1 その他河川※2

 

平成１２年から国土交通省と環境省が

調査方法を統一して参加を呼びかけ 

参加人数の推移 

BOD75%値経年変化(一級河川)
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水生生物調査結果の水質経年変化

(一級河川)
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水生生物調査とＢＯＤ等の他の水質測定項目は同傾向 

水生生物調査における水質階級毎に同地点で実施した BOD、T-N（総窒素）、T-P（総リン）、 

NH4-N（ｱﾝﾓﾆｱ態窒素）について調査結果の比較を行いました。 

この比較では、水生生物調査の水質階級でⅠ（きれいな水）～Ⅲ（きたない水）になるに

従い、BOD 等の測定濃度も高くなる傾向が見られます。（水生生物調査のランクⅣは同地点で

の他の観測データが少ないため、比較を行いませんでした。） 

 

 
 

  

 

水生生物による評価とBOD(75%値)のランク別割合(H14)
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ランク別割合　　（データ数：１７９）

1.0mg/L以下

1.1～2.0mg/L

2.1～3.0mg/L

3.1～5.0mg/L

5.1～8.0mg/L
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水生生物による評価とT-N(平均値)のランク別割合(H14)
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ランク別割合　（データ数：１６４）

0.10mg/L以下

0.11～0.20mg/L

0.21～0.40mg/L

0.41～0.60mg/L

0.61～1.00mg/L

1.01mg/L以上

水生生物による評価とT-P(平均値)のランク別割合(H14)
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ランク別割合　　（データ数：１６４）

0.005mg/L以下

0.006～0.010mg/L

0.011～0.030mg/L

0.031～0.050mg/L

0.051～0.100mg/L
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水生生物による評価とNH4-N(平均値)のランク別割合(H14)
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ランク別割合　　（データ数：１１９）

0.05mg/L以下

0.06～0.10mg/L

0.11～0.15mg/L

0.16～0.20mg/L

0.21～0.30mg/L

0.31mg/L以上




